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保育環境にࡳる子どものయᛶの育ࡳについての一考ᐹ 
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はじめに 

本研究の目的は、「子どもがయ的に過ࡈす保育環境」と、保育ኈが「子どもと気持ちが通じ合っ

ている、つながっている」と感じる保育場面の関連について、ලయ的な保育環境のほⅬから考ᐹする

ことである。ᑐ㇟者は保育所に࠾いて �� ᖺ以ୖົした⤒㦂のある保育ኈ � 名である。保育⤒㦂の

中で、「子どもと気持ちが通じ合っている、つながっている」と感じる場面に࠾いて、自⏤に話して

もらい、��� 分にཬࡪインタビューをᚓた。ಟṇ∧࢘ࣛࢢンデッ࢜ࢭ・ࢻリー・アプࣟーࢳ（M-GTA）

を用いて分析した結果、�の概念と �つの࢝テࢦリーが生成ࡉれ、すての࢝テࢦリーと関連する「子

ども自㌟の❧場になった理解」がࢥア・࢝テࢦリーとして⨨࡙けられた。「子どもと気持ちが通じ

合っている、つながっている」と感じる保育場面の、ලయ的な保育環境に関連するせᅉとして、「保

育者のかかわり」「空㛫のタ定」「㛫のい方」の �つの࢝テࢦリーがᣲげられ、それらが⤡ࡳ合い

ながら、生じていることが示၀ࡉれた。 

 

�㸬ၥ㢟と目的 

㏆ᖺ、子どものయᛶのなࡉがしࡤしࡤᣦࡉれる、ᩍ育⌧場に࠾いては、子どもが自ら考え行ື

できる「生きるຊ」を目ᶆとしたᩍ育が大きくၐえられ、自らయ的に学ࡪ子どもの育成がᥖげられ

ている。また、ᗂ⛶ᅬᩍ育せ㡿や保育所保育者ᣦ㔪に࠾いても、ே的環境・≀的環境・自↛環境など

が┦に関連しあい、子どもがయ的にかかわることのできる環境సりをすることの重せᛶが㏙ら

れている。 

これまで、保育所に࠾けるయᛶにかかわる環境ᵓ成についてࡉまざまなどⅬから研究がなࡉれて

いる。大⃝（����）は、「ಶேがయ的であるためには、行為がその⌧ᐇであるような直接の選ᢥ

だけでなく、選ᢥ๓ᥦの選ᢥもྠにそのಶேにᖐᒓしていなくてはならない」��と㏙ている。こ

れは、子どもがయ的な行ືを保育者が用ពした環境の中から選ᢥするのではなく、その環境自యも

子ども自㌟が選ᢥできるものでなけれࡤならないことを示している。これにᑐしてྜྷᮧ・ྜྷ岡・ᰘᓮ
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（2���）は事例を通して大⃝のいう┿のయであることはྍ⬟であるかを分析している。その結果、

ᅬ生άは、子どもの自⏤ពᚿによるྍ⬟ᛶ選ᢥと、保育者が環境にኚしᥦ示したྍ⬟ᛶ選ᢥのつき

合わࡏを⤒て、子どもは自らの行為選ᢥを行っていると㏙ている。�）つまり、保育者が用ពする環

境の中でయ的に選ᢥするとྠに、子ども自㌟が環境自యも選ᢥできるというつき合わࡏの中で、

子どもは自らの行為選ᢥを行っていることを示している。 

᳃ୗ・㧗ᮡ・・後⸨・⏣中・Ώ㎶（2��2）は、「保育者として、環境をᅛ定的にとらえずに、

ᖖに子どもにとってពのある環境となるように、子どもとともに環境をኚࡏࡉていくことが重せ

である」と㏙ている。2�ྠᵝにఫ㔝（2���）は、「保育者は㐟ࡧによって環境をᵓ成し、子どもとඹ

にᵓ成しながら、㐟ࡧを┒りୖげていく」2）と㏙、環境のᵓ成を子どもとともに行うことの重

せᛶを㏙ている。᭦にᑠᕝ�2����は、「保育の場は、ᗂඣがయ的にసり出す場である。保育者も

ᗂඣとの関係で場をᙧ成することになる」と㏙、子どもとともに保育者が環境をసり出すことの重

せᛶを㏙ている。��これらの環境ᵓ成に関するどⅬは、保育者は環境をᅛ定的にᤊえずに、子ども

の㐟ࡧが発ᒎするように子どもとともに環境ᵓ成することが、子どものయᛶの育ࡳにつながるとい

うことを示၀していると考えられる。 

またྜྷ本（2���）は、「㐟ࡧのなかで、自分で選ࡪという行為の積ࡳ重ねから、自❧、自ᕫの☜❧

がಁࡉれ、య的に㐟る子どもと成㛗していく」�）と㏙ている。᭦にୖ�2���、2�は、子ど

ものయᛶを育ࡴ環境࡙くりを通して、「άືを自⏤に選ᢥしỴ定できる場をከくもたࡏること」が

యᛶの育ࡳにᚲせだと㏙ている。�� 

以ୖの環境ᵓ成に関するどⅬを概ほすると、子どものయᛶの育ࡳに࠾ける環境ᵓ成のあり方とは、

子ども自㌟が自ら選ᢥできる環境を༑分に用ពし、そのୖで保育者が‽ഛした環境をᅛ定的にᤊえず

に、子ども自㌟が環境自యも自ら選ᢥしኚࡏࡉていくこととのできる環境ᵓ成だということが示၀

から、「環境ᵓ成を通じて、子どࡳれる。これらにຍえ、ᮧୖ（2���）は、保育ᐊの環境⦅成のヨࡉ

もの㐟ࡧや保育者の子どものかかわりが㉁的にኚわったこと」�）について㏙ている。ලయ的には、

保育環境をኚ᭦する๓は、ᨭ「ບまし、ຓ、௰」とྠに「ὀព・⚗Ṇ・命௧」が目❧ったが、

子どもたちの㐟ࡪᵝ子を㋃まえ環境をኚえていくことで、「ᨭ」がቑえるだけでなく、「見Ᏺる」と

「ඹ感・ྠㄪ・ඹྠ」もがቑえてきたことを明らかにしている。 

このような先行研究を㋃まえ、➹者は �2 ᖺ㛫の保育⤒㦂と↷らし合わࡏ、子どもたちがయ的に

過ࡈしている保育環境の⫼ᬒには、 保育ኈが「子どもと気持ちが通じ合っている、つながっている」

と感じる場面が関連するのではないかとかというၥが生じた。なࡐなら、子どもがయ的に過ࡈして

いる保育環境では、保育者のかかわりとして、見Ᏺりやඹ感があり、見Ᏺりやඹ感の⫼ᬒには保育者

と子どもの「気持ちのつながり」があると感じたためである。 

そこで本研究では、保育所に࠾いて �� ᖺ以ୖົした⤒㦂のある保育ኈ � 名をᑐ㇟に「保育⤒㦂

の中で、子どもと気持ちが通じ合っている、つながっている」と感じる場面に࠾いて、自⏤に話して
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もらい、「子どもがయ的に過ࡈす保育環境」と、保育ኈが「子どもと気持ちが通じ合っている、つ

ながっている」と感じる保育場面の関連について、ලయ的な保育環境のほⅬから考ᐹし、そのせᅉを

明らかにすることを目的とする。後、本研究で見出ࡉれたせᅉをもとに、保育⌧場でのᐇ㊶を通し

て᪂たな保育環境のあり方を示၀する。 

 

2㸬方法 

（�）ᑐ㇟者 

保育所でົ⤒㦂が �� ᖺから �2 ᖺの⤒㦂のある保育者にインタビューをᐇ。インタビュー༠ຊ

者のうち、ᅬ㛗 �名、௵ �名、アࢻヴァイࢨー�名を分析ᑐ㇟とした。 

 

（2）インタビューの手⥆き 

 保育の中で、「子どもと気持ちが通じ合っている、つながっている」と感じる場面について聞きྲྀ

りたいという㊃᪨を説明後、༙ᵓ㐀法を用いて➹者が �名ずつインタビューを行った。インタビュ

ーの期は、2��� ᖺ � ᭶から 2��� ᖺ 6 ᭶までである。インタビュー㛫は、ᖹᆒ �� 分であった。

インタビューᐇ後、➹者自ら㏲語記㘓をస成した。㏲語記㘓の㔞は、合ィ 26���� ᩥᏐであった。

インタビューのෆᐜはて ,&  。ーで記㘓したࢲーࢥࣞ

 

（�）理的㓄៖ 

 インタビュー༠ຊ者にᑐしては、インタビュー㛤ጞにあらためて、ձ研究目的、ղデータはಶே

が≉定ࡉれないように௬名表記とすること、ճ,&ࣞࢥーࢲーによる㡢声記㘓についてཱྀ㢌で説明し、

ᢎㅙをᚓたうえでインタビューをᐇした。 

 

（�）分析方法 

 インタビューによりᚓられたデータを、ಟṇ∧࢘ࣛࢢンデッ࢜ࢭ・ࢻリー・アプࣟーࢳ（以ୗ、M-GTA

とする）を用いて分析した。M-GTA は、┳ㆤ・་⒪㡿ᇦ、⚟♴、ᩍ育などࣄューマンࢧービスにかか

わる㡿ᇦの研究に㐺しているとࡉれ、」㞧な⌧㇟を説明する概念を明らかにする㉁的研究ᢏ法として

㧗いホ౯をᚓている。 

 本研究はᮌୗ（2���）のᥦၐした、M-GTA の分析方法を用いて、インタビュー༠ຊ者からᚓられた

データを分析し、概念、࢝テࢦリー、ࢥア࢝テࢦリーの生成をヨࡳ、研究ᑐ㇟とした⌧㇟を説明する

結果ᅗをᵓ⠏した。�� 

 

（�）M-GTA を用いた分析のステップ 

 M-GTA は、インタビュー・データを⥅⥆的に☜ㄆしながら分析概念を生成し、」ᩘの概念㛫の関係
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を解㔘してまとめ、研究ᑐ㇟とする⌧㇟を説明する結果ᅗとしてᥦ示する。分析にあたり、データに

᰿ざした分析がྍ⬟になるように、分析テーマをタ定した。分析テーマをタ定後、以ୗの手㡰で分析

を行った。6� 

まず、ෆᐜが豊ᐩに語られているとุ᩿したインタビューෆᐜの分析をጞめた。そこで �つの概念

のྍ⬟ᛶが見られたとこࢁで、2 ே目インタビューෆᐜの分析に⛣り、� ே目とྠ୪行で分析を行

った。この 2 ேインタビュー分析を通して、6 つの概念が見いだࡉれた（6T(3�）。その後、6T(3� に

れた概念をព㆑しながら、ṧりのࡉいて生成࠾ 6ேのインタビューෆᐜをㄞࡳ㐍め、タ定した分析テ

ーマに関連する箇所を一つのලయ例として着目し、の㢮ఝලయ例も説明できることを念㢌に、説明

概念を生成した。概念生成には分析ワークシートをస成し、概念名、定義、ලయ例などを記入した。

データ分析中に᪂たな概念が生成ࡉれた場合は、概念ࡈとに᪂たなワークシートをస成した。 

ྠ୪行で、のලయ例をデータからࡉがし、ワークシートのヴァリエーションḍに㏣ຍ記入した。

ḟに、生成した概念との概念との関係をಶࠎの概念ࡈとに検討した。ࡉらに、」ᩘの概念の関係か

らなる࢝テࢦリーを生成し、࢝テࢦリー┦の関係から分析結果をまとめた。このようなプࣟࢭスを

⤒て、最終的に �の概念と、�つの࢝テࢦリーが生成ࡉれた。 

 

 

表-� ᑐ㇟者の概せ 

Ặ名 ᛶู ᐇ場所 保育⤒㦂 

㸿保育ኈ ዪ 㸿保育ᅬ �2 ᖺ 

㹀保育ኈ ዪ 㸿保育ᅬ �� ᖺ 

㹁保育ኈ ዪ 6 ᑓ㛛学ᰯ �� ᖺ 

㹂保育ኈ ዪ 6 ᑓ㛛学ᰯ �� ᖺ 

㹃保育ኈ ⏨ 㹃保育ᅬ �� ᖺ 

㹄保育ኈ ⏨ 6 ᑓ㛛学ᰯ 2� ᖺ 

㹅保育ኈ ዪ 㹅保育ᅬ �� ᖺ 

㹆保育ኈ ዪ 㹆保育ᅬ �� ᖺ 
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（6）概念生成過程の例示 

 本研究の概念「言葉がけ以外の方法で子どもとかかわる」をもとに、概念の生成過程を簡潔に説明

する。まず、インタビュー・データの中で分析テーマに関連する箇所「その子がこういきいきとする

には、いま声をかけない方がいいんだ。いまは、見つめるだけで大丈夫だとか、そういうような直接

触れることだけが、つながるではない」という部分に着目した。そして検討を重ねた結果、「子ども

の気持ちを理解し、言葉がけ以外の方法で子どもとかかわる」と定義し、最終的に「言葉がけ以外の

方法で子どもとかかわる」という概念を生成した。そしてこれらを分析ワークシートに記入した。そ

の後の分析過程については、M-GTA を用いた分析のステップに示した通りである。分析ワークシート

は表-2 になる。 

                                                      

表-2  分析ワークシート例 

概念名  言葉がけ以外の方法で子どもとかかわる 

定義   子どもの気持ちを理解し、言葉がけ以外の方法で子どもとかかわる 

ヴァリエーション ●その子がこういきいきとするには、いま声をかけない方がいいんだ。い

まは、見つめるだけで大丈夫だとか、そういうような直接触れることだけ

が、つながるではない。 

●そうですね、黙って手を握ってあげるとかですよね、ただまったく関係

なく、空が青いね、といってあげたり、本当はそういうことが大事なので

あって、目に見える蓄積だけで考えると危ないかもしれない。 

●本当にその一つ一つの、一瞬一瞬の子どもたちの行為、まなざしをよく

見て、知って聞いて感じて、ギュッとしてあげる。   

●環境に働きかけて、自分でやりたことや見つけたいことを発見していく

ことを保障していくことが大事。 

●何かやりたくなってしまうんだったら、なにもやらないことを選んでほ

しいということを、保育者に言っている、世話好きだから、ああでもない、

こうでもない、先に手を出してしまったり、一生懸命、かかわることがい

いケアだと思っている保育者もいる。 

 

理論的メモ  

 

・気持ちが通じ合う、つながっていると感じられる場面には、言葉だけで

なく非言語もかかわってくるのではないか？ 

→見つめる、黙って手を握る、ギュッとするなどが該当  
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（�）分析者の❧場 

 ➹者は、⣙ �2 ᖺ㛫保育所にてົし、その後保育ኈ㣴成ᰯのᩍဨとして保育⌧場の環境に関する

研究を行ってきた。また、保育者を中ᚰとする研究をᐓし、保育者とᐇ㊶的な㆟論を行ってきた。

このような⤒㦂は、本研究の分析に大きなᙳ㡪をえている。 

 

（�）概念の定義ཬࡧලయ例 

 分析ワークシートを用いて分析した結果、最終的に � の概念と、� つの࢝テࢦリーが生成ࡉれた。

概念の定義ཬࡧලయ例は表㸫�になる。 

表-�  概念リスト 

概念名 定義 ලయ例 

�㸬言葉がけ以外の

方法で子どもとか

かわる 

子どもの気持ちを理解し、

言葉がけ以外の方法で子ど

もとかかわる 

 

その子がこういきいきとするには、いま声をか

けない方がいいんだ。いまは、見つめるだけで

大丈夫だとか、そういうような直接触れること

だけが、つながるではない。 

2㸬ありのままの子

どものጼの保障 

子どもがありのままでᒃら

れることを保障している 

᪥ᖖのすてのことに࠾いてこのேは、⚾を、

᮲௳ではなく、まるࡈとㄆめていくれている。 

�㸬方ྥのかかわ

り 

保育者の一方的なかかわり

でなく方ྥでかかわって

いる 

⚾があなたのᢸ当よ、ᢸ௵ではない、「こんな⚾

でいいですか？」という、あの言葉にもちࢁん

表⌧します。でも、「いい？」とはてなマークで

聞いてもらうと、その空気を྾って、感じて、

ほっとして、ࢽッと➗ったり、ࡩんってなった

り、やだと手で表⌧したりしますよね。 

�㸬保育者が子ども

を一ேのேとして

見ている 

保育者自㌟が子どもを一ே

のேとしてどう見ているか

をり㏉りながらかかわる

そんなにたくࡉんのᯞ葉があるわけではなく、

もってい࠾とをどう見るか、どう生きようとࡦ

るのかとか、そういうことからᑓ㛛的に、ồめ

られるものもあるかなとは思う。 

�㸬子どもの気持ち

を௦ᘚする 

子どもが感じているであࢁ

う気持ちをㄞྲྀࡳり、௦ᘚ

する 

Ᏻだよね、いやだよね、というᚰ持を言葉

して、言葉をῧえる、Ώす。 

6㸬ᚲせなときにᚲ

せなຓをする 

保育ኈは子どもがຓをᚲ

せとしているであࢁうに

だけຓをし、それ以外は

見Ᏺる 

気がついているけど、௵ࡏていて、ᚲせならࡤ

いつでもຓけに行くよと言って、言ってねとい

う関係ᛶ、手ఏうと᪩いけど、結論として࣎ࢬ

ンをᒚく、㠐をᒚくというだけになってしまい、

492　豊岡短期大学論集　第14号（2017）



 
 
豊岡短期大学論集 第 14 号 (2017) 
 

 ― 7 ―

ヨ行㘒ㄗすることをዣってしまっている、でも

いつもはやりたいけど、᪥はやってほしいと

かありますよね、いつもできるでしࡻとか、も

うできるようになったでしࡻとかじࡷなくて、

やってほしいときはいつでもやるよ、言ってね、

という、がんࡤらࡏる関係でなくて、ᚲせな

はいつでもたすけてくれる関係 

�㸬子どもの⯆を

知り㐟ࡧの環境を

タ定する 

ಶࠎの子どもの⯆をᢕ握

し、㐟ࡧの環境をタ定して

いく 

いまその子どもたちが何に⯆を持っている

か、いまこんな࠾もちࡷがあったらいいな、い

まこんな感ぬ的なものなどがあると㐟ࡧがᗈが

っていくのかな。一ேࡦとりをよく見てその子

が何に⯆を持っているか、どんなことを知り

たがっているかとか、どんなことにきっかけが

あったときに目がࣛ࢟ット㍤いたりだとか。そ

ういうことの中で環境をタ定していくと、そこ

でどんどん子どもが㐟ࡧを発ᒎࡏࡉていくと、

子どもはここに᮶るのがᚰᆅよくなってくる。 

�㸬いが何をして

いるか感じられる

環境タ定 

保育ኈと子どもがいに何

をしているかを感じられる

環境をタ定する 

それが空㛫ですよね、その空㛫を㉸えてしまう

と、それが㐽᩿ࡉれてしまうので、一つは≀理

的にࢻアを㛢めれࡤ㐽᩿できちࡷう、でもこの

で、あそこの⫋ဨᐊのとこࢁアを㛢めたとこࢻ

にேがいるなっていう気㓄は感じてますよね、

っていうࡩうなᗘは一␒重せなのは≀理的に

ㄆ知できる空㛫っていうのが合って、・ண でき

る環境とつᶍがあれࡤ自↛とそういったつなが

り感は生じる。 
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�㸬子どもの㛫㍈

にἢって生άする 

保育ኈの㛫㍈ではなく、

子どもの㛫㍈に合わࡏて

生άできるようにする 

子どもは子どもの㛫㍈があるから、わりとこ

う自⏤ᗘがあるっていうかね、考える㛫がᚲ

せだし子どもたちにとっては、ちࡻっと❧ちṆ

まって、「うん、どうしようかな」っていうのが

ね、大ேはね、ほんの �⛊とか、�⛊とかで考え

られるかもしれないけど、子どもはそれに �分

とか、�分とかね、ずっとかかるから、それをᚅ

つ㛫もྵめて、子どもの㛫㍈ってこれࡄら

いだよねっていう、こう๓後のࡺとりをもたࡏ

たかたちで、こう⤌んでいかないと、なんか大

ேの理ᒅ大ேの考えで、すࡄ気持ちをษり᭰え

てこっちっていうのが、そもそもὶれが㐪うか

ら、そこは大ேの㛫㍈、大ேのືきはそうし

てほしい、子どもはそれをᢲしけちࢲࡷメで、

子どもは子どもの㛫の中でືいてねって、ࡈ

㣤にしても何しても。 

 

�㸬結果と考ᐹ 

M-GTA を用いて分析した結果、最終的に � の概念と、� つの࢝テࢦリーが生成ࡉれた。これらの概

念㛫の関係を解㔘してまとめ、研究ᑐ㇟とする⌧㇟を説明する結果ᅗとしては、ᅗ-�「子どもと気持

ちが通じ合っている、つながっている」が生じるලయ的な保育環境となる。 

 本研究は、「子どもがయ的に過ࡈす保育環境」と、保育ኈが「子どもと気持ちが通じ合ってい

る、つながっている」と感じる保育場面の関連について、ලయ的な保育環境のほⅬから考ᐹすること

を目的とし、そのせᅉを明らかにすることを目的とした。M-GTA を用いた分析の結果、すての࢝テ

リーとして⨨࡙けられた。「子ࢦテ࢝・アࢥリーと関連する「子ども自㌟の❧場になった理解」がࢦ

どもと気持ちが通じ合っている、つながっている」と感じる保育場面の、ලయ的な保育環境に関連す

るせᅉとして、「保育者のかかわり」「空㛫のタ定」「㛫のい方」の �つの࢝テࢦリーがᣲげられ、

それらが⤡ࡳ合いながら、生じていることが示၀ࡉれた。 

保育者は࣋ースとして、「ありのままの子どものጼの保障」「保育者が子どもを一ேのேとして見て

いる」というᇶ本的な保育ほ、子どもほがయをໟࡳ㎸ࡴようにᏑᅾし、その中でලయ的な保育者の
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かかわりとして、「言葉がけ以外の方法で子どもとかかわる」「方ྥのかかわり」「子どもの気持ち

を௦ᘚする」「ᚲせなときにᚲせなຓをする」、空㛫のタ定として「子どもの⯆を知り㐟ࡧの環境

をタ定する」「いが何をしているか感じられる環境タ定」、㛫のい方として、「子どもの㛫㍈

にἢって生άする」が┦に⤡ࡳ合いながら、「子どもと気持ちが通じ合っている、つながっている」

と感じる保育場面が生じることが示၀ࡉれた。�つの࢝テࢦリーである、「保育者のかかわり」「空㛫

のタ定」「㛫のい方」は保育の方法であり、これらをいくらᐇ㊶してもᇶ本的な保育ほ、子ども

ほとして見出ࡉれた、「子ども自㌟の❧場になった理解」がなけれࡤ、「子どもと気持ちが通じ合って

いる、つながっている」と感じる保育場面は生じないと思われる。 

後、本研究で明らかとなった「子どもと気持ちが通じ合っている、つながっている」と感じる保

育場面のලయ的ᐇ㊶を行っていくことで、「子どもがయ的に過ࡈす保育環境」との関係ᛶを明らか

にしていくことがㄢ㢟としてあげられる。 

 

ᅗ-� 「子どもと気持ちが通じ合っている、つながっている」が生じるලయ的な保育環境 

   

 

「ありのままの子どものጼの保障」 「保育者が子どもを一ேのேとして見ている」 
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